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　人　

　世帯

　㎢　

人　　口

世　　帯

面　　積

福山市章

　福山城跡のある城山は，もと蝙

蝠（こうもり）山と言われ，蝠は

福に通ずることから福山と言われ

ました。その蝙蝠と山をかたどっ

たものです。
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⑴　

山郷

宜山

近田

駅家

法
成
寺

服部

常金丸

網引

広　瀬

加茂

山　野

神石高原町

御幸
神辺

湯田
道上

中条

御野

竹尋戸手

新市

田
中央

田
東

千田
蔵王

春日
坪生

笠　岡　市

井　原　市

第１方面隊

大
津
野

引野深津

手城

川口

箕島水呑

田尻

鞆能登原

山南

熊野

瀬戸

霞 南

東

樹徳

西

津
之
郷

赤坂

神村

田西

本郷

東村

松永
高西

柳津 金江

藤江

尾道市

内海

走島

常石

千年

尾道市

府　中　市

ＪＦＥ
スチール

第７方面隊

第２方面隊

第５方面隊

第３方面隊

第８方面隊

第４方面隊

第６方面隊



− −

⑵

⑶

⑷

計

（年額）

出動 回につき 円以下（火災・風水害・訓練等）

定　　　員

職 務 報 酬

出 動 報 酬

区分

階級

自 己 都 合

〜

計
退職団員数

新任団員数

団　　長 副 団 長

−

〜 〜

在　　　　職　　　　年　　　　数

〜 〜

〜　 〜 〜　 〜 〜 〜

公　務

傷　　　　病

−

その他

−

計 公　務

死　　　　亡

−

その他

分 団 長 副分団長

道　

上　

分
団

中　

条　

分
団

湯　

田　

分
団

竹　

尋　

分
団

御　

野　

分
団

神　

辺　

分
団

戸　

手　

分
団

新　

市　

分
団

網　

引　

分
団

常
金
丸　

分
団

能
登
原　

分
団

千　

年　

分
団

常　

石　

分
団

山　

南　

分
団

内　

海　

分
団

高　

西　

分
団

松　

永　

分
団

藤　

江　

分
団

金　

江　

分
団

柳　

津　

分
団

神　

村　

分
団

本　

郷　

分
団

東　

村　

分
団

走　

島　

分
団

鞆　
　
　

分
団

田　

尻　

分
団

水　

呑　

分
団

熊　

野　

分
団

瀬　

戸　

分
団

赤　

坂　

分
団

津
之
郷　

分
団

山　

郷　

分
団

箕　

島　

分
団

深　

津　

分
団

手　

城　

分
団

川　

口　

分
団

樹　

徳　

分
団

霞　
　
　

分
団

南　
　
　

分
団

西　
　
　

分
団

東　
　
　

分
団

法
成
寺　

分
団

服　

部　

分
団

近　

田　

分
団

宜　

山　

分
団

駅　

家　

分
団

田
西　

分
団

田
中
央
分
団

田
東　

分
団

山　

野　

分
団

広　

瀬　

分
団

加　

茂　

分
団

坪　

生　

分
団

春　

日　

分
団

大
津
野　

分
団

御　

幸　

分
団

千　

田　

分
団

蔵　

王　

分
団

引　

野　

分
団

消防団訓練指導員 女　性　分　団

副　 　団　　 長

団　　　　　　長

部　　長 班　　長 団　　員
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⑸

計

平 均 在 職 年 数

計

　　　　　

〜

〜

〜

〜

〜

　　　　　

年　数

階　級

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

団　長 副団長 分団長 部　長 班　長

⑹

計

平　 均 　年 　齢

計

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

　　　　　

年　数

階　級

⑺

叙　　　勲
計

区　分

　※　（　）は女性消防団員で内数

　※　（　）は女性消防団員で内数

消防庁長官 日本消防協会長 県　知　事 県消防協会長

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

団　長 副団長 分団長 副分団長

副分団長

部　長 班　長 団　員

−−

−

−−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

団　員
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定　員
計

計

団 本 部

引　　野

蔵　　王

千　　田

御　　幸

大 津 野

春　　日

坪　　生

加　　茂

広　　瀬

山　　野

田 東

田中央

田 西

駅　　家

宜　　山

近　　田

服　　部

法 成 寺

東

西

南

霞

樹　　徳

川　　口

手　　城

深　　津

箕　　島

山　　郷

津 之 郷

赤　　坂

分団別

区　分

団　長

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

副団長 分団長

実　　　　　　　　　　　　　員

副分団長 部　長 班　長 団　員

⑻
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瀬　　戸

熊　　野

水　　呑

田　　尻

鞆

走　　島

東　　村

本　　郷

神　　村

柳　　津

金　　江

藤　　江

松　　永

高　　西

内　　海

山　　南

常　　石

千　　年

能 登 原

常 金 丸

網　　引

新　　市

戸　　手

神　　辺

御　　野

竹　　尋

湯　　田

中　　条

道　　上

分団別

区　分

定　員
計 団　長

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

副団長 分団長

実　　　　　　　　　　　　　員

副分団長 部　長 班　長 団　員
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計

計

団 本 部

引　　野

蔵　　王

千　　田

御　　幸

大 津 野

春　　日

坪　　生

加　　茂

広　　瀬

山　　野

田 東

田中央

田 西

駅　　家

宜　　山

近　　田

服　　部

法 成 寺

東

西

南

霞

樹　　徳

川　　口

手　　城

深　　津

箕　　島

山　　郷

津 之 郷

赤　　坂

分団別

区　分 消防ポンプ

自　動　車

−

−

−

−

−

小型動力

ポ ン プ

−

−

−

−

小　　計

−

−

−

−

積　　　載　　　車

普 通 車

−

−

−

−

軽四輪車

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

そ の 他

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

⑼
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瀬　　戸

熊　　野

水　　呑

田　　尻

鞆

走　　島

東　　村

本　　郷

神　　村

柳　　津

金　　江

藤　　江

松　　永

高　　西

内　　海

山　　南

常　　石

千　　年

能 登 原

常 金 丸

網　　引

新　　市

戸　　手

神　　辺

御　　野

竹　　尋

湯　　田

中　　条

道　　上

分団別

区　分

　（注）　団本部，その他欄の 台は指揮車及び広報車

計
消防ポンプ

自　動　車

−

−

小型動力

ポ ン プ

−

小　　計

積　　　載　　　車

普 通 車 軽四輪車
そ の 他

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−
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出動回数

計

団 本 部

引　　野

蔵　　王

千　　田

御　　幸

大 津 野

春　　日

坪　　生

加　　茂

広　　瀬

山　　野

田 東

田中央

田 西

駅　　家

宜　　山

近　　田

服　　部

法 成 寺

東

西

南

霞

樹　　徳

川　　口

手　　城

深　　津

箕　　島

山　　郷

津 之 郷

赤　　坂

分団別

区　分

出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員

計

−

−

火　　　災

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

風 水 害 等

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

訓練その他

⑽
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瀬　　戸

熊　　野

水　　呑

田　　尻

鞆

走　　島

東　　村

本　　郷

神　　村

柳　　津

金　　江

藤　　江

松　　永

高　　西

内　　海

山　　南

常　　石

千　　年

能 登 原

常 金 丸

網　　引

新　　市

戸　　手

神　　辺

御　　野

竹　　尋

湯　　田

中　　条

道　　上

分団別

区　分

出動回数 出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員

計

−

火　　　災

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

風 水 害 等 訓練その他



竜吐水 台を酒屋 軒が備え，町内の青壮年が消防に従事する。

市制町村制により福山町になる。

「消防組規制」広島県令が出る。

英人宣教師ベツールが舶来の手押しポンプ 台を移入し，私設福

山町消防組を設置する。

勅令により消防組規制が制定され，私設消防組を町営消防組に改める。

公設福山町消防組を設置，組頭以下 人とする。

福山市制施行

市制施行により福山市消防組に改編し，組頭以下 人とする。（消

防屯所 カ所，纏 本，梯子 基，手押しポンプ 台，運水器 個）

広島県下で最初の四輪手挽ポンプ 馬力 台を購入する。

福山市水防組を設置，水防長以下 人とする。

台目の自動車ポンプを購入する。

福山市消防組員 人となる。

広島県知事から金馬簾を授与される。

防護団を設置する。

福山市消防組を 組 人で編成する。

消防団令公布により，消防組と防護団を解体し警防団を結成，団長以下

人とする。（自動車ポンプ 台，手挽ポンプ 台，腕用ポンプ 台）

山手村・郷分村を合併，警防団は 分団 人となる。

警防団員 人となる。

消防団令の公布施行により福山市消防団を設置，消防団の定員を

人とする。

福山市消防団は 分団，定員 人となる。（ポンプ自動車 台，

三輪ポンプ自動車 台，手挽ポンプ 台，腕用ポンプ 台）

広島県消防協会長から竿頭綬を授与される。

瀬戸村・熊野村・水呑町・鞆町等 町村を合併し，消防団は 分

団 人となる。

広島県知事から竿頭金馬簾を授与される。

福山市消防団条例を制定， 分団 人とする。

日本消防協会長から竿頭綬を授与される。

消防団員退職報償金制度を実施する。

深安町を合併，消防団を改編し定員 人とする。

松永市と合併，消防団を改編し 分団 人とする。

消防団員退職報償金支給条例を施行する。

消防庁長官から竿頭綬を授与される。

広島県消防協会長から表彰旗を授与される。

− −

⑾
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消防団の総合整備を実施，定員を 人とする。

消防団の総合整備を実施，定員を 人とする。

日本消防協会長から表彰旗を授与される。

田町を合併，消防団を改編し 分団 人とする。

駅家町・加茂町を合併，消防団を改編し 分団 人とする。

消防団の総合整備を実施，定員を 人とする。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で， 田

西分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会（小型動力ポンプの部）へ，県代表とし

て 田西分団が出場，日本消防協会長から竿頭綬を授与される。

消防庁長官から表彰旗を授与される。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で， 田

西分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会に出場した 田西分団は，小型動力ポン

プの部において準優勝する。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）で，東

分団が優勝する。

日本消防協会長から，特別表彰「まとい」を授与される。

第 回全国消防操法大会（消防ポンプ自動車の部）へ，県代表と

して東分団が出場する。

消防団の総合整備を実施，定員を 人とする。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で， 田

東分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会へ出場した 田東分団は，小型動力ポン

プの部において優良賞を授与される。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で，本郷

分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会（小型動力ポンプの部）へ，県代表とし

て本郷分団が出場する。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で， 田

東分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会（小型動力ポンプの部）へ，県代表とし

て 田東分団が出場する。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）で，蔵

王分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会へ出場した蔵王分団は，消防ポンプ自動

車の部において優良賞を授与される。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で，山野

分団が準優勝する。
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内海町・新市町を合併，消防団を改編し 分団 人とする。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）で，

田中央分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会へ出場した 田中央分団は，消防ポンプ

自動車の部において全国優勝する。

沼隈町を合併，消防団を 分団 人とする。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で，蔵王

分団が優勝する。

神辺町を合併，消防団を 分団 人とする。

女性消防団員 人が入団する。

第 回全国消防操法大会へ出場した蔵王分団は，小型動力ポンプ

の部において敢闘賞を授与される。

平成 年 月 日の本郷町林野火災の功労に対して，消防庁長官

から褒状を授与される。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）で，法

成寺分団が優勝する。

福山市消防団協力事業所表示制度実施要綱を制定し， 事業所へ

表示証を交付する。

第 回全国消防操法大会へ出場した法成寺分団は，消防ポンプ自

動車の部において優良賞を授与される。

広島県消防ポンプ繰法競技大会（小型動力ポンプの部）で， 田

西分団が優勝する。

団本部へ指揮車 台が寄贈される。

第 回全国消防操法大会へ出場した 田西分団は，小型動力ポン

プの部において準優勝する。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）で，蔵

王分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会へ出場した蔵王分団は，消防ポンプ自動

車の部において準優勝する。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で，道上

分団が優勝する。

第 回全国消防操法大会へ出場した道上分団は，小型動力ポンプ

の部において準優勝する。

消防庁長官から竿頭綬を授与される。

内海町 分団を統廃合，内海町 分団とする。

女性分団（ 人）を発足し，消防団を改編し 分団 人とする。

福山市消防団員サポート店登録要綱を制定し，消防団員を民間で

サポートする仕組みを充実させる。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）で，

田西分団が優勝する。



第 回全国消防操法大会（消防ポンプ自動車の部）へ，県代表と

して 田西分団が出場する。

消防団員の就職活動を支援することを目的に，福山市学生消防団

員活動認証制度実施要綱を制定する。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）で， 田

東分団が優勝する。

団本部へ広報車 台が寄贈される。

第 回全国消防操法大会へ出場した 田東分団は，小型動力ポン

プの部において優良賞を授与される。

平成 年 月豪雨の功労に対して，総務大臣から感謝状を授与される。

平成 年 月豪雨の功労に対して，消防庁長官から表彰状を授与

される。

平成 年 月豪雨の功労に対して，国土交通大臣から表彰状を授

与される。

平成 年 月豪雨の功労に対して，内閣総理大臣から表彰状を授

与される。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）で，服

部分団が優勝する。

第 回全国女性消防操法大会へ，県代表として女性分団が出場する。

− −



− −

　人　

　世帯

　㎢　

人　　口

世　　帯

面　　積

府中市章

　「フ」と「中」をデフォルメ

し，円満のうちに大きく発展上昇

の意を表しています。



⑴

阿字分団

大正分団

岩谷分団

河佐分団

諸田分団

下川辺分団 栗生分団

府中分団

国府分団

広谷分団

福山市

福山市

尾道市

世羅町

神石高原町

三次市

上下中央分団

上下北分団

上下南分団

庄原市

第１方面隊

第２方面隊

第３方面隊

第４方面隊

− −



⑵

⑶

⑷

計

（年額）

出動 回につき 円以内

定　　　員

職 務 報 酬

出 動 報 酬

区分

階級

自 己 都 合

〜

計
退職団員数

新任団員数

団　　長 副 団 長

−

〜 〜

在　　　　職　　　　年　　　　数

〜 〜

〜 〜 〜 〜 〜 〜

公　務

傷　　　　病

−

その他

−

計 公　務

死　　　　亡

−

その他

分 団 長 副分団長

栗　

生　

分
団

国　

府　

分
団

広　

谷　

分
団

府　

中　

分
団

岩　

谷　

分
団

下
川
辺　

分
団

河　

佐　

分
団

諸　

田　

分
団

大　

正　

分
団

阿　

字　

分
団

上
下
中
央
分
団

上
下
南　

分
団

上
下
北　

分
団

団本部訓練指導員

女 性 消 防 団 員

副　 　団　　 長

団　　　　　　長

部　　長 班　　長 団　　員

− −



⑸

⑹

⑺

叙　　　勲
計

区　分

−

消防庁長官 日本消防協会長 県　知　事 県消防協会長

　※　（　）は女性消防団員で内数

　※　（　）は女性消防団員で内数

計

平 均 在 職 年 数

計

　　　 　　

〜

〜

〜

〜

〜

　　　　　

年　数

階　級

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

団　長 副団長 分団長 部　長 班　長

計

平　 均 　年 　齢

計

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

　　　　　

年　数

階　級

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

団　長 副団長 分団長 副分団長

副分団長

部　長 班　長 団　員

−−

−

−

団　員

− −



定　員
計

計

本　　部

栗　　生

国　　府

広　　谷

府　　中

岩　　谷

下 川 辺

河　　佐

諸　　田

大　　正

阿　　字

上下中央

上 下 南

上 下 北

分団別

区　分

団　長

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

副団長 分団長

実　　　　　　　　　　　　　員

副分団長

−

部　長 班　長 団　員

⑻

計

本　　部

栗　　生

国　　府

広　　谷

府　　中

岩　　谷

下 川 辺

河　　佐

諸　　田

大　　正

阿　　字

上下中央

上 下 南

上 下 北

分団別

区　分

⑼

計
消防ポンプ

自　動　車

−

−

−

−

−

−

小型動力

ポ ン プ

−

小　　計

−

−

積　　　載　　　車

普 通 車

−

−

軽四輪車

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

そ の 他

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

− −

　（注）　本部，その他欄の 台は指揮車及び広報車



− −

出動回数分団別

区　分

出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員

計 火　　　災 風 水 害 等 訓練その他

⑽

計

本　　部

栗　　生

国　　府

広　　谷

府　　中

岩　　谷

下 川 辺

河　　佐

諸　　田

大　　正

阿　　字

上下中央

上 下 南

上 下 北

府中市制施行に伴い 分団，団員 人で発足

組織の改正を図り，分団数 に統合し，団員定数を 人とする。

河佐村，諸田村及び三郎丸の一部を編入し，分団数 ，総員 人となる。

日本消防協会長から表彰旗を受賞

国家消防本部から竿頭綬を受賞

消防団改編により， 団本部 分団，総員 人となる。

国家消防本部長から最高栄誉の国家表彰旗を受賞

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場し，初優勝

第 回全国消防操法大会（小型動力ポンプの部）へ広島県代表と

して広谷分団第 部が出場し，第 位に入賞

消防団員 人となる。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場

広島県消防協会長から自治体消防 周年に当たり，優良消防団と

して盾及び表彰状を受けた。

協和村との合併に伴う条例改正により，分団を 分団，総員 人となる。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

⑾



広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場

第 回日本消防協会特別表彰「まとい」を受賞

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

消防団緊急伝達システム 基を設置

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場し，

第 位に入賞

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場し，優勝

第 回全国消防操法大会（消防ポンプ自動車の部）へ広島県代表

として大正分団が出場し，優良賞（第 位）を受賞

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

台風 号による洪水に対しての水防の功績により建設大臣から

「水防功労者」を受賞

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

条例改正により，総員 人となる。

上下町との合併に伴う条例改正により，分団を 分団，総員 人となる。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場し，準優勝

条例改正により，総員 人となる。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場し，準優勝

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場

女性消防団員 人が入団する。

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

女性消防団に広報車が貸与される。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場

広島県消防ポンプ操法競技大会（小型動力ポンプの部）に出場

条例改正により，総員 人となる。

平成 年 月豪雨の功労に対して，総務大臣から感謝状を授与される。

平成 年 月豪雨の功労に対して，消防庁長官から表彰状を授与される。

平成 年 月豪雨の功労に対して，内閣総理大臣から表彰状を授与される。

広島県消防ポンプ操法競技大会（消防ポンプ自動車の部）に出場し，

第 位に入賞

− −



　人　

　世帯

　㎢　

人　　口

世　　帯

面　　積

神石高原町章

　神石高原の「じ」の形を，高原の

自然の源となる「太陽」「星」「月」

のパーツを配して表現しています。

　また，星（夢・未来・輝き）に向

かい手を広げ掴もうとする姿を現し，

対外的には神石高原町の民の社会貢

献と前向きな姿勢を象徴しています。

− −



⑴

福山市

岡山県

府中市

庄原市

庄原市

豊松方面隊

油木方面隊

神石方面隊

三和方面隊

− −



⑵

⑶

⑷

計

（年額）

定　　　員

職 務 報 酬

出動 回につき 円（警戒・訓練・その他）出 動 報 酬

区分

階級

自 己 都 合

〜

計
退職団員数

新任団員数

団　　長 副 団 長

−

〜 〜

在　　　　職　　　　年　　　　数

〜 〜

〜 〜 〜 〜 〜 〜

公　務

傷　　　　病

−

その他

−

計

−

公　務

死　　　　亡

−

その他

−

分 団 長 副分団長

分　　　団　　　長

副　　　団　　　長

団　　　　　　　長

部　　長 班　　長
団　　員

（機能別団員）

油木方面隊 神石方面隊 豊松方面隊 三和方面隊

− −



− −

⑸

計

平 均 在 職 年 数

計

　　　 　　

〜

〜

〜

〜

〜

　　　　　

年　数

階　級

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

− −

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

⑹

計

平　 均 　年 　齢

計

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

　　　　　

年　数

階　級

⑺

叙　　　勲
計

区　分

−

消防庁長官

−

日本消防協会長 県　知　事 県消防協会長

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員



定　員
計

計

本　　　部

油木方面隊本部

神石方面隊本部

豊松方面隊本部

三和方面隊本部

分団別

区　分

団　長

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

副団長 分団長

実　　　　　　　　　　　　　員

−

副分団長

−

−

−

−

−

部　長

−

−

班　長

−

−

−

−

−

団　員

−

−

−

−

⑻

計

本　　　部

油木方面隊本部

神石方面隊本部

豊松方面隊本部

三和方面隊本部

分団別

区　分

⑼

計

−

消防ポンプ

自　動　車

−

−

−

−

−

小型動力

ポ ン プ

−

−

−

−

−

小　　計

−

−

−

−

−

積　　　載　　　車

普 通 車

−

−

−

−

−

軽四輪車

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

そ の 他

−

−

−

−

−

−

−

−

− −

　（注）　各方面隊本部，その他欄の 台は指揮車



出動回数分団別

区　分

出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員 出動回数 出動人員

計 火　　　災

−

−

−

−

−

−

風 水 害 等

−

−

−

−

−

−

訓練その他

⑽

計

本　　　部

油木方面隊本部

神石方面隊本部

豊松方面隊本部

三和方面隊本部

− −



油木町消防団発足する。定員 人

豊松村消防団発足する。定員 人

神石町消防団発足する。定員 人

三和町消防団発足する。定員 人

三和町消防団機構改革により 分団制となる。定員 人

油木町消防団員の定数を 人とする。

豊松村消防団員の定数を 人とする。

神石町消防団機構改革により 分団制となる。定員 人

神石郡四町村合併により神石高原町消防団となる。定員 人

旧消防団の管轄区域を方面隊とし，油木方面隊・神石方面隊・豊

松方面隊・三和方面隊の 方面隊体制となる。

平成 年度広島県消防ポンプ操法競技大会出場　優良賞（第 位）

平成 年度広島県消防ポンプ操法競技大会出場　優良賞（第 位）

神石高原町消防団員の定数を 人とする。

平成 年度広島県消防ポンプ操法競技大会出場　優良賞（第 位）

神石高原町消防団機構改革により，神石方面隊・豊松方面隊を

分団制とする。

神石高原町消防団員の定数を 人とする。

平成 年度広島県消防ポンプ操法競技大会出場　優良賞（第 位）

神石高原町消防団員機構改革により，機能別団員制度を導入し，

定数を 人とする。

平成 年 月豪雨の功労に対して，総務大臣から感謝状を授与される。

平成 年 月豪雨の功労に対して，消防庁長官から表彰状を授与さ

れる。

⑾

− −



− −

※（　）は女性消防団員で内数

実　　　　　　　　　　　　　　員区　分

計

福　山　市

府　中　市

神石高原町

構成
団体別

構成
団体別

計

団　
　

長

副

団
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